
【意見・要望等の対応に関する委員会報告】 

 

１ 令和７年度の社会福祉法人福音寮の各事業 

（１） 児童養護施設（本園ホーム 3 か所、グループホーム 8 か所）入所定員 5７名 

（２） 母子生活支援施設 入所定員 25 世帯 

（３） 子育て短期支援事業（ショートステイ、トワイライトステイ）利用定員 7 名 

（４） 地域子育て支援拠点事業（おでかけひろば） 年間延べ利用者数 2,894 人 

（５） 子どもと家庭を支える学習・生活支援の拠点事業「まいぷれいす」 

利用登録定員 40 名 

（６） 放課後児童健全育成事業（学童クラブ）12 か所 児童定員１,480 名 

（７） 放課後等居場所事業 ８か所 登録児童数３,348 名 

（８） 保育所（保育園）３か所 利用定員１８３名 

２ 社会福祉法人福音寮意見・要望等の対応に関する委員会について 

社会福祉法人福音寮意見・要望等の対応に関する規程に基づき、意見・要望等の対応

に関する委員会を設置しています。委員会は児童養護委員会と母子・学童・保育園等委員

会に分かれ、それぞれ年に２回開催しています。児童養護委員会は委員のうち５名、母子・

学童・保育園等委員会は委員のうち３名が地域の方や学識者等の第三者委員です。 

以下は、各事業の令和７年度の報告（概要）です。 

３ ヒヤリハットの判断基準 

各事業でヒヤリハットを集計し委員会に報告します。 

ヒヤリハットは、インシデント・アクシデントの判断基準を設定して判断しています。 

（福音寮におけるインシデント・アクシデントの判断基準） 

   

インシデント 

レベル 1 ヒヤリ・ハットすることがあったが、利用者に影響はなかった。 

レベル 2 利用者に何らかの影響がある可能性があったので、経過観察

が必要となった。結果的に、利用者に影響はみられなかった。 

 

アクシデント 

レベル 3 施設内外を問わず，利用者に新たな医療的処置・治療や支

援を必要とするほどの影響が生じた。 

レベル 4 利用者に入院・それ以上の影響を与えた。 

                                                                     

４ 各事業におけるヒヤリハット 

令和７年度の件数 

 事 業 インシデント アクシデント 

1 児童養護施設 268 6 

2 母子生活支援施設 8 12 

3 ショートステイ 6 4 



1 
 

4 おでかけひろば 13 1 

5 子どもと家庭を支える学習・生活

支援の拠点事業「まいぷれいす」 

4 4 

6 学童クラブ 48 25 

7 放課後等居場所事業 14 2 

8 保育園 1,942 120 

 

５ 児童、保護者からの意見・要望と対応について 

※ 該当する事業から抜粋 

事 業 内 容 対 応 

児童養護施設 もうやだ…だれも味方がいないかもし
れない、助けて。（児童） 
 

時間を守れなかったことで職員と揉めて
「もう勝手にして」と言われ、だれも味方
がいないと思ったが、翌朝、その職員から
「昨日は言い過ぎた」と謝罪され、本児も
自分の悪かったところを謝り、すっきりし
たとのこと。以前から、時間を守れないこ
とに本児自身も困っていたため、解決策を
一緒に考えた。 

部屋会をなくしたらいい。（児童） 
※ 児童部屋会：子どもたちが自由に意
見を出し合う場。各ホームで実施。 

他児からは「やっていいと思う」と意見が
出た。職員としてもみんなの意見を聞く場
が欲しいことを伝え、継続することにし
た。 

母子生活支援施設 
 

帰所した Aさんに、職員が居室の鍵を取
り違えて居室 B の鍵を渡しそうになっ
た。その際職員は｢違う!｣と思わず声を
あげたが、そのまま釈明も何もなく A さ
んの居室の鍵を渡した。社会人として配
慮を欠く不適切な対応である。（保護者） 

当該職員から Aさんに謝罪し、全職員を対
象に鍵の受け渡しや声かけのシミュレー
ションを実施して、接遇マナーの改善を図
った。 

在室していたが、内線で書留が届いてい
るとの連絡もなく、不在票が入れられて
いた。また、事務所預かり指定のメール
便が、居室ポストに無理に押し込まれ、
３分の２程度はみ出していた。（保護者） 

当事者である母と共に郵便・宅配便の取扱
ルールを再確認し、変更事項を含めて全職
員にルールを周知した。トラブル再発防止
のため配達員に来訪者記帳を義務付け、事
後確認ができる環境を整えた。 

ショートステイ 
 

子どもが利用後に発熱したが、体調不良
に気付かなかったのかとの苦情があり、
今後体調の変化を気にしてほしいと要
望された。（保護者） 

利用中に体調不良の様子は見受けられな
かったことを報告し、今後一層気をつけて
見ていくことを伝えた。 

職員が他児に注意している様子を聞き、
子どもが驚いていた。共感性の高い子な
ので気を付けてほしいとの話があっ
た。（保護者） 

驚かせてしまったことを謝罪し、今後気を
付けていくことを伝えた。 

学童クラブ 
 

子どもが友達から顔を殴られることが
続いている。様子をみてほしい。（保護
者） 

職員が相手方の児童と話し合いをしたと 
ころ、お互いが手を出していることが分か 
る。訴えてきた児童に確認すると、手を出 
していたことが確認されたので、双方が謝 
罪し仲良く遊ぶことを約束する。保護者に 
も経緯を伝えた。 

子どもの悪口が書かれた手紙がロッカ
ーに入っていた。対応してほしい。（保護
者） 
 

誰が悪口を書いたのか判明しなかったた 
め、子どもたち全員に注意喚起をした。対 
応を保護者にも報告し、納得していただい 
た。 



2 
 

放課後等 
居場所事業 

 

友達関係で悩んでいて、居場所に行きた
がらない。どうしたらよいかとの相談が
あった。（保護者） 

友達関係のグループで話し合いの場を設
けた。気持ちを伝え合い、お互いがすっき
りしたということで、仲良く遊ぶことを約
束した。保護者にも共有した。 

保育園 
 

子どもが水着に着替えるために、トイレ
の個室に入り着替えをしていた。そこに
友だちが近づき、おしりが見えているこ
とを笑ってはやし立てた。プライベート
ゾーンについて園ではどのように指導
し取り組んでいるのでしょうか。（保護
者） 

子どもたちにはプライベートゾーンにつ
いて、看護師から定期的に説明している。
またそのつど、事例を提示しながら、話し
合いを行っている。 
保護者の方には、日頃の説明が充分でなか
ったことをお詫びし、今回の一連の話し合
いの内容を伝えた。また、園で行っている
子ども向けの指導について説明した。 

夏祭りを行った際に、近隣の方から子ど
もの声の大きさや音響に関して意見を
いただく。色々な人が住んでいるので事
前に大きな音を使う際には知らせてほ
しいとの意見であった。（保護者） 

広場を使用する際には事前にお知らせし、
当日だけでなく練習で使用する段階から
貼り紙をするなどして近所に知らせてい
く。 

子ども同士のやり取りで、仲の良い友だ
ちから「○○して」「他の子と遊ばない
で」と強く求められ、断れない様子が見
られた。子どもの様子を細かく伝えてほ
しい。状況によってはフォローをしてく
ださい。（保護者） 

子どもたちと話し合いを行った。そのうえ
で保護者に、子ども同士の関係性を大切に
しながらも、適度な距離感を保てるよう必
要に応じてフォローしていくこと、また、
自分の気持ちを安心して伝えられる環境
づくりを中心に支援していく方針を伝え
た。 

 


